
▪ [提案概要]
- ロボットレストラン内の動作シミュレ
ーションと経営指標の試算を利用して
経営判断を容易化するシミュレータ

- これにより、レストラン用ロボットの
利用促進
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▪ [背景]
- 日本の外食産業は慢性的な人手不足
- 世界的に第４次産業革命（AI、ロボット等）が進展
- 将来、ロボットが配膳、顧客案内、注文受付、レジ対応、片付け、調理等を
行うレストラン（ロボットレストラン）が流行ることが予想される

▪ [課題]
- ロボットレストランの開発は進んでいるものの、普及速度は遅い
- システムインテグレータ（SIer）が、ロボットレストランの魅力を、経営的
観点まで含めてレストラン担当者に十分伝えきれていないことが一因ではな
いか？

ロボットレストラン用シミュレータ
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シミュレータの内容①

操作の流れ

シミュレーション画面の例

※2D、3D（VR等を含む）のいずれも可

入力する経営条件の例
・売上条件：席数、客単価、営業日数
・支出条件：人件費、食材費、家賃、光熱
費、ロボットの原価償却費、ロボットの保
守費用、その他諸費用

出力する経営指標の例
・入力した経営条件
・売上条件：席回転数（シミュレーション
結果を反映）
・利益

シミュレーション条件の例
・店舗レイアウト（テーブル、席、厨房、
通路など）
・ロボット仕様（寸法、移動速度、制御ロ
ジックなど）
・店員／顧客の動作
※シミュレーション条件の一部は固定
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シミュレータの内容②

RSNPの適用例
1.RSNPサーバを介してブラウザから仮想ロボッ
トを制御（例１）
2.リアルロボットの動作データをシミュレー
ションに反映（例２）
3.仮想ロボットと仮想サーバの通信（例３）
4.仮想ロボット間の通信
5.仮想ロボットのシミュレーション結果をリア
ルロボットの動作に反映
※仮想サーバや仮想ロボットは、シミュレーションノー
ドで生成

システム構成の例２

システム構成の例１

システム構成の例３
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作用・効果

店舗内の様子・動きを動画でシ
ミュレート
→店舗レイアウトの設計段階で、
レストラン担当者が店舗内部の
様子・動きを確認可能
→工事開始後の変更や完成後の
トラブルを避けることが可能に

動作シミュレーションの結果を
経営指標に反映
→店舗レイアウト（通路の配置、
幅など）やロボットの仕様（寸
法、速度など）が、売上に与え
る影響を確認可能
→ロボットレストラン導入に関
する経営判断を容易化
（従来との比較が容易になる）
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実装①

システム構成 経営条件入力画面(Step 1)

※ロボット管理サーバから直接仮想ロボットを
管理・制御するためのサービスは現時点では未
実装
※ブラウザの役割をシミュレータが兼務

ロボット仕様設定画面(Step 2)
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実装②

店舗レイアウト設定画面(Step 3) シミュレーション実行画面(Step 4)

経営指標出力画面(Step 5)
▪ 経営指標出力画面（Step 5）では、経営条
件入力画面（Step 1）での入力内容に加え
て、シミュレーション実行画面（Step 4）
で行った動作シミュレーションの結果（席
回転率）が反映される
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実装③

▪ 今回実装したシミュレータによれば、
- １．シミュレーション実行画面において、特定の店舗レイアウトでのロボッ
ト、顧客、店員の動きをシミュレート
→これにより、店舗レイアウトの設計段階でレストラン担当者が店舗内部
の様子・動きを確認可能→採否の判断が容易に

- ２．シミュレーション実行画面での動作シミュレーションの結果を、経営指
標出力画面での経営指標に反映
→店舗レイアウトやロボットの仕様が、売上に与える影響を確認可能

- ３．ロボット導入前（オリジナル）の経営指標と、導入後（ロボット版）の
経営指標の両方を経営指標出力画面に表示
→レストラン担当者は、両経済指標を容易に比較することができる

▪ 従って、レストラン担当者は、ロボットレストランに関する経営判断を容易化
することが可能となる

▪ 今後の課題としては、例えば下記の項目がある
- 現在の2Dを、3D（VRを含む）に拡張
- 動作シミュレーションにおける動作プログラムの向上
- 経営指標の入出力内容やヒューマン－マシンインタフェース（HMI）の向上


